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養
豚
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

豊
橋
市
多
米
町
の
Ｎ
養
豚
場(

母
豚
一
〇

〇
頭
一
貫
経
営)

が
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

豚
の
ふ
ん
尿
を
燃
料
と
し
た
メ
タ
ン
ガ
ス
発

電
を
行
う
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ス
テ
ム
を
４
月
に

稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学

と
畜
舎
や
ふ
ん
尿
処
理
施
設
の
建
設
を
行
う

Ｉ
研
設(

株)

の
依
頼
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
建
設
費
は
Ｉ
研
設(

株)

が
負
担
し
、
売

電
に
よ
り
得
ら
れ
た
利
益
で
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
を
回
収
し
た
後
、
Ｎ
養
豚
場
に
譲
渡
さ

れ
ま
す
。
１
日
あ
た
り
の
発
電
量
は
、
600
k

(
×

時
間)

で
、
Ｎ
養
豚
場
へ
の

w

30
k
w
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譲
渡
は
８
年
後
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
改
良
普
及
課
で
は
稼
働
以
来
、
運
転

状
況
を
確
認
し
て
お
り
、
夏
季
は
発
電
時
に

発
生
す
る
熱
が
高
く
冷
却
に
苦
慮
さ
れ
ま
し

た
が
、
発
電
状
況
や
メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の

浄
化
槽
処
理
後
の
水
質
は
良
好
で
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
豊
橋
・
碧
南

・
田
原
・
湖
西
市
な
ど
の
７
戸
の
畜
産
農
家

が
建
設
を
希
望
し
て
お
り
、
畜
舎
で
の
電
力

の
利
用
と
共

に
、
発
電
時

の
熱
を
利
用

し
た
ア
ボ
カ

ド
の
栽
培
や

キ
ャ
ベ
ツ
等

の
苗
床
の
加

温
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い

ま
す
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利
用
し
た

ス
プ
レ
ー
ギ
ク
の
夜
間
冷
房

豊
川
市
の
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
生
産
に
お
い

て
、
冬
季
の
暖
房
用
に
導
入
し
た
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
を
夏
季
の
冷
房
に
も
活
用
す
る
取
組
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
１
戸
は
、
「
日
没

後
短
時
間
夜
冷
」
に
よ
る
秋
系
品
種
の
８
月

開
花
作
型
の
実
証
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
秋

系
品
種
は
、
夏
秋
系
品
種
と
比
べ
、
花
型
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
高
い
市
場
性
が

あ
り
ま
す
が
、
暑
さ
に
弱
い
た
め
、
お
盆
な

ど
夏
の
需
要
期
に
は
高
品
質
な
切
り
花
を
出

荷
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
用
い
て
、
花
芽
の
発
達
に

影
響
し
や
す
い
日
没
後
の
数
時
間
（
短
日
処

理
の
た
め
夕
方
に
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て

か
ら
、
深
夜
に
開
放
す
る
ま
で
の
時
間
帯
）

の
温
度
を
下
げ
、
高
温
に
よ
る
開
花
遅
延
や

奇
形
花
の
発
生
な
ど
の
軽
減
を
狙
い
ま
し

た
。
農
業
改
良
普
及
課
が
温
度
デ
ー
タ
ロ
ガ

ー
を
設
置
し
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

時

分
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30

か
ら

時
ま
で

℃
設
定
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

20

23

を
冷
房
運
転
す
る
と
、
電
気
代
の
増
加
は
１

晩
に
つ
き

～

円
程
度
で
、
室
温
を
対
照

200

300

ハ
ウ
ス
よ
り
２
～
５
℃
低
く
保
て
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
花
芽
の
発
達
期
か
ら
開
花

ま
で
こ
の
方
法
で
冷

房
し
た
と
こ
ろ
、
生

育
開
花
は
順
調
に
進

み
、
十
分
な
品
質
の

切
り
花
を
需
要
期
に

出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新しい技術の紹介

カ
ン
キ
ツ
新
品
種
「
夕
焼
け
姫
」

「
夕
焼
け

姫
」
は
、
愛

知
県
が
育
成

し
、
平
成
25

年
に
品
種
登

録
さ
れ
ま
し

た
。果

皮
色
が

濃
い
紅
色
で

夕
焼
け
空
を

思
い
浮
か
べ

る
こ
と
、
皆

に
愛
さ
れ
る

品
種
と
し
て
普
及
し
て
い
く
こ
と
を
願
い

「
夕
焼
け
姫
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

品
種
特
性
は
、
（
１
）
果
皮
が
鮮
や
か
な

紅
色
で
、
酸
味
が
少
な
く
、
美
味
し
い
、（
２
）

種
子
が
無
く
、
皮
が
む
き
や
す
い
、
（
３
）

ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
「
宮
川
早
生
」
よ
り
約

２
週
間
早
い

月
中
旬
頃
か
ら
出
荷
で
き

11

る
、
（
４
）
マ
ル
チ
栽
培
に
よ
り
糖
度
上
昇

と
果
皮
色
向
上
が
期
待
で
き
る
、
な
ど
で
す
。

「
夕
焼
け
姫
」
は
、
今
年
３
月
か
ら
苗
木

の
供
給
が
始
ま
り
ま
し
た
。
蒲
郡
市
、
豊
川

市
、
豊
橋
市
に
は
平
成

年
度
ま
で
に
約

29

1,800

本
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

農
業
改
良
普
及
課
で
は
、
適
正
着
果
量
の

把
握
や
摘
果
剤
の
利
用
技
術
等
の
確
立
を
目

指
し
、
関
係
農
家
及
び
機
関
と
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
苗
木
に
つ
い
て
は
農
業
改
良
普
及

課
ま
た
は
お
近
く
の
農
協
果
樹
担
当
者
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

東 三河 農林水 産事 務所農 業改 良普及 課

（東 三河農 業普 及指導 セン ター）

〒440-0833 豊橋市飯村町高山11-40

TEL ：(0532)63-3529 FAX ：(0532)63-7023
HP ： http://www.pref.aichi.jp/

nourin-higashimikawa/higashimikawa-fukyu/
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４Ｈクラブ員募集中！

４Ｈクラブは、20代の青年農業者のグループです。豊橋市、豊川市や蒲郡市の各市に４Ｈ

クラブがあります。４Ｈクラブでは、歓送迎会、地域のお祭りなどで交流と親睦をはかりな

がら、農業の生産技術や経営を学び、農業の課題を解決するプロジェクト活動を行っていま

す。11月には農業青年の提言・プロジェクト発表会を行います。

お問い合わせは、お近くの４Ｈクラブ員または農業改良普及課まで！

管内農業の話題

「
園
芸
学
会
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
小
集
会
」
が
豊
川
市
で
開
催

９
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
は
園
芸
学
会
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
小
集
会
（
大
学
・
県
の
試
験
研
究
者
で
構
成
）

名
を

23

迎
え
て
、
現
地
視
察
及
び
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ａ
の
経
営
を
行
っ
て
い
る
若

25
手
部
会
員
の
ほ
場
を
視
察
し
た
後
、

中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移

し
て
、
農
業
改
良
普
及
課
か
ら
「
Ｊ

Ａ
ひ
ま
わ
り
に
お
け
る
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
の
現
状
」
、
続
い
て
酪
農

学
園
大
学
の
園
田
高
弘
教
授
か
ら

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
病
害
虫
と
対

策
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
熱

心
な
質
疑
が
行
わ
れ
有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

情報交換の様子

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
組
合
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

９
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
本
店
で
、
権
田
晃
範
組
合
長

と
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
豊
川
ブ
ロ
ッ
ク

名
が
、
農
業

16

の
担
い
手
確
保
や
こ
れ
か
ら
の
農
業
等
に
つ
い
て
懇
談
し
ま

し
た
。

組
合
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
農
業

は
地
産
地
消
と
食
を
大
切
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
意
見
し
ま
し
た
。

山
本
貴
子
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
「
今
回

の
意
見
交
換
を
糧
に
、
若
い
子
が

楽
し
ん
で
で
き
る
農
業
を
築
い
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
女
性
農
業
者
の
声

を
農
協
に
伝
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

普及課からのお知らせ

「
農
業
法
人
化
・
雇
用
管
理
研
修
会
」
盛
況
に
開
催

８
月

日
、
県
農
業
経
営
課
の
主
催
す
る
表
記
の
研
修
会
が
Ｊ

31

Ａ
あ
い
ち
経
済
連
東
三
河
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
法
人
化
や
雇

用
管
理
に
関
心
の
あ
る
農
業
者
な
ど

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

106

研
修
で
は
、
農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
社
会
保
険
労
務
士
な

ど
を
講
師
に
、
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
雇
用
に
ま
つ

わ
る
法
規
や
制
度
、
人
材
育
成
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
県
内
３
か
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
内
屈
指
の
農
業
地
帯
で
あ
る
東

三
河
地
域
で
は
、
施
設
野
菜
や
花
き
、
畜
産

な
ど
の
経
営
者
を
中
心
に
大
変
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
講
義
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
予
約
制
の
個
別
相
談
会
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
希
望
者
が
多
く
、

当
初
の
予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え
る
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

あ
い
ち
の
ぶ
ど
う
コ
ン
テ
ス
ト
に
て

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

８
月

日
、
平
成

年
あ
い
ち
の
ぶ
ど
う
コ
ン
テ
ス
ト
が

23

28

久
屋
大
通
庭
園
フ
ラ
リ
エ
に
て
開
催
さ
れ
、

点
の
ブ
ド
ウ
が

102

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
か
ら
は

点
が
出
品
さ
れ
、
豊
橋
市

14

の
生
産
者
、
藤
巻
淑
浩
氏

の
「
巨
峰
（
無
核
）
」
が

最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。藤

巻
氏
は
２
年
ぶ
り
２

度
目
の
受
賞
と
な
り
ま

す
。大

臣
賞
を
受
賞
し
た

「
巨
峰
」
は
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
視
線
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

展示された藤巻氏の「巨峰」


